
 

 

 

 

 

 

 

 

 

古賀市中期財政見通し 

（令和７年度～令和 11年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 10月 

総務部財政課 

  



1 

１．目 的 

将来にわたって計画的・安定的な行財政運営が求められていることから、中期的な財政収

支を推計し、今後の行財政運営や予算編成にあたっての参考とするため、中期財政見通しを

作成します。 

 

 

 

 

２．期 間 

  令和 7年度から令和 11年度までの 5年間  

 

 

 

 

３．対 象 

  一般会計 

 

 

 

 

４．その他 

   市の財政事情は、社会経済情勢の変化や、国の制度改正及び地方財政制度の動向等に大き

く左右されることから、変動する場合があります。 
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５．推計条件 

 今後の財政見通しについては、次の条件に基づいて推計しました。 

区 分 推計条件 

歳 

入 

市税 ・個人市民税は、過去 3年の調定額に、均等割額の税率変更、社会経済情勢等の

影響を見込み推計 

・法人市民税は、新税率の適用となった過去 2年の調定額に、社会経済状情勢等

の影響を見込み推計 

・固定資産税は、令和 6年度調定額に新築見込み、新築軽減の終了等を見込み推

計 

地方譲与税・交付金 ・令和 5年度決算額と同額の見込み 

地方交付税 ・普通交付税は、臨時財政対策債を令和 6年度通知額と同額と見込み、市税等の

増減や公債費の交付税措置等を見込み推計 

・特別交付税は、令和 5年度決算額と同額の見込み 

国県支出金 ・扶助費に対する支出金は、扶助費の伸び率等により推計 

・普通建設事業費に対する支出金は、過去の実績や事業費の積上げ等により推計 

繰入金 ・財政調整基金等から必要額の繰入れを想定 

・ふるさと応援寄附基金は、積立金と同額の繰入れを想定 

繰越金 ・前年度歳入歳出差引額を計上 

市債 ・普通建設事業費の積上げ等により推計 

・臨時財政対策債は、令和 6年度通知額と同額の見込み 

その他 ・分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、諸収入合計 

・ふるさと応援寄附金は、令和 6年度予算額と同額の見込み 

歳 

出 

人件費 ・令和 5年度決算額を基準に、人事院勧告の影響等を見込み推計 

扶助費 ・過去 3年の伸び率等により推計 

公債費 ・市債の過去の借入実績及び今後の借入見込みにより推計 

物件費 ・過去 2年の新型コロナウイルスワクチン接種に係る経費を除いた平均値等によ

り推計 

補助費等 ・過去の実績や一部事務組合等負担金見込み等により推計 

積立金 ・財政調整基金に前年度歳入歳出差引（実質収支）の 2分の 1の積立を想定 

・ふるさと応援寄附基金に寄附額と同額の積立を想定 

繰出金 ・各特別会計への繰出金見込みにより推計 

投資的経費 ・普通建設事業費は、過去の実績及び事業費積上げ等により推計 

・災害復旧事業費は、過去 5年の最大値と同額の見込み 

その他 ・維持補修費、投資及び出資金・貸付金の合計 

・維持補修費は、過去 5年の最大値と同額の見込み 
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６．今後の財政見通し 

（単位：百万円） 

区 分 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

歳 

入 

市税 7,752 7,795 7,803 7,811 7,817 

地方譲与税・交付金 1,972 1,972 1,972 1,972 1,972 

地方交付税 3,876 3,870 3,877 3,858 3,857 

国県支出金 7,179 7,299 8,320 8,662 9,555 

繰入金 2,219 1,775 1,963 2,313 2,863 

繰越金 1,912*1 1,024 526 17 34 

市債 2,091 1,819 1,950 2,710 3,087 

その他 2,078 2,143 2,129 2,114 2,065 

歳入合計① 29,080 27,697 28,540 29,457 31,250 

歳 

出 

人件費 3,472 3,472 3,472 3,472 3,472 

扶助費 6,943 7,059 7,177 7,297 7,419 

公債費 1,720 1,800 1,870 1,931 1,829 

物件費 4,121 3,847 3,876 3,922 3,994 

補助費等 3,474 3,470 3,466 3,453 3,448 

積立金 2,219 1,775 1,526 1,272 1,280 

繰出金 2,321 2,366 2,437 2,514 2,581 

投資的経費 3,327 2,923 4,240 5,104 6,766 

その他 458 458 458 458 458 

歳出合計② 28,056 27,171 28,523 29,423 31,248 

歳入歳出差引（①－②） 1,024 526 17 34 2*2 

 

 

区 分 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11年度 

基金 年度末現在高 8,882*3 8,900 8,918 8,499 7,474 5,906*4 

市債 年度末現在高 16,053*5 16,490 16,590 16,764 17,653 19,046*6 

※基金には、0.2%/年の運用益を含みます。 

※基金、市債年度末現在高は、出納閉鎖後（5月末）の現在高を表記しています。 

※表示単位で四捨五入しているため、数値の合計が一致しない場合があります。 

 

 

７．総 括 

  一定の条件の下、今後の財政収支を見通すと、扶助費や投資的経費の増加等により、令和 11

年度の次年度繰越金（＝令和 11年度歳入歳出差引*2）は、令和 6年度の次年度繰越金（＝令和

7年度繰越金*1）より約 19億円減少します。また、令和 11年度の基金現在高*4は令和 6年度*3

より約 30億円減少し、市債現在高*6は令和 6年度*5より約 30億円増加する見通しです。 

  健全財政の推進のためには、この見通しを参考に、予算編成の中で財源の確保や歳出の見直

し等、収支改善に取り組む必要があります。 


